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家蚕の矧鮒闘誠劇1勲原想こ関してt”3：，梅谷（19　　　　　’材料と方法
27～，28），学血［珊　（1905），イ公欝彗　（1916），　摯也7’1：（1931），　浜li【奇　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（1932），鮒（1933）駒瀞1緕三鵬る。然し，。渕・，）　1・欄として嫁撫日搬懸×：’Z’　122’9‘”・c，・畷

研獅，荊れも1蝕のl」ヨ醐三燃の鷹に1蹴る側三で　剛’泉哩囎より灘け蝿倣・195佃三8脳研撚に

ある。　　　　　　　　、　於て鯖し鰍した・　　・　．　・
糠（ユ929）はれば，細≦燃外糊拙1もの鷹　　2・融の鰍セ嬬灘期に於て蠣画児のRZ・llftll＄，：，そ

htc，第13環節の背椥。脳するものであると述べて、、　れ嚥部磯紬以で1ヤ醐ミ燃梛酬1罰く礁し・除

る謙た，琳（1943）によれば，簾縞鋤2環宣iと　朗肪法劉いた・　　　，　1
第13獺」の剛卿龍の聯・し礪つたものと叛昧　　’3・・獺の磁氏蝋1撚及び後盤の除朗・調熱し

ると述べている。　　’　、　　　た蹴で蝋螺ヒ刺烙する方灘よつて行つた・
　爾，現在迄象盗に於て成虫身｛の明らカ、に紳κいるも　　　4・処理後は，：瞥適に上篇鴬繭せしめ羽化した雌蛾

のt3，，内部生鮒属器の外itUfeal肢訥肢皮，ノ嫡，醐，　について外部繍器の形働調べた・

曝｛幽中腸・小腸及糊易，颪腸・マルピギー管・1；醐巧1・　　　　　　　　　　鍵　験　結　果

於ける融螂魏器の騰瀦細冒る研辮行つてい　そ。鞭は・LAT・．1（，h。，。．1及1ド，h。，。．、）、、猷

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

その結果嫁蚕職側駄第聯節硝板或醐ユ2　したと動で隊融びヒ溢ともに・懸期に於て片
麟と第聯節輌麟醐の麟したもの鴛なく，　側駒輔ミジけ濾そ漕除齢た側の側騨形成さ
触の馴・にその原簿鮪する。と滋偉。。劃、れなか惣
蛾に於て嫁蚕聯と剛、kに，蠣の原蜘尾脚セ。存砲三　2雌観輌羅陵融した懸

謁ことを槻した論駄轟等鯛ド実について報　懸期に於いて雌翻の調の尾脚を購セ・除去し

欝る。　1　　　　　　　　て騨せ鵬靴した㈱こつ・・て外部生殖器のヲ嚇
本蹴舗う1、、当り調1繊なるi轍勲賜つ燃学　欄べた・そ薦黙PLATE　2（ph°tQ・3及び・h・t。・4）

鞭蒲生麟博，ヒ並び陳京蝉教鵬賀久雄眠闘　に示したと甥稿る・

繕甕懸累嚢灘驚輪旗煮、譲難忽認：垂饗・鵬繍1響搬巖譜

て御糊，」、げる。　　　　　　　　濾・羽化した雌9112の網；鋤㈱こは愈i嘱が全くヲ猷さ
　　　　　　＿＿一．一＿＿．＿＿＿＿－P－一＿．．　　　　　　　　れなかつた。

　＊儒州大学繊維学部養蚕学，蟹体∫購り遵戴学研究蜜　　　　上に述べた2つの実験から，寂蚕堕びヒマ蚕雌蛾外部
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生殖器に於ける側膠の騨愚瞭羅lll／nに存在すること力睾明ら　　　After　it　was　an　imag・the　L・x　pt：1“irllLints　of

かである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pursuing　the　imaglnal　bud　of　the　labiate　of　the

　　3。蒙i蚕の石渡氏生殖盤を除ジミした爽燐灸　　　　　　　　　　　　outer　g．　enitalia　of　the　fcmalc　moth　werc

　家蚕の熟蚕期に於て，箱濃氏生殖荊盤及び後盤を灼熱　　　　　conductod．

した針先を以つで刺烙除去し，羽化後に雌蛾外部生罰li器　　　The　fo11・wing　are　thc　results；

の形態を調べた。その結果は，工酬1♪な雌蛾の外部蜥葭器　　（2）If　Qne。f　thc　f。male　silkworm’s　caudal　1¢gs　is

の形熊と何等変るところが認められなかつた。従つて，　　　　　r。moved　at　th¢full－grown　stage，　the　labia　is

石渡氏生殖IAg，1：］：，　dtt削戦外部生殖器“Ill腰の形成に瞬：E封係が　　　　　　　not　form¢d　on　the　OL｝ter　gじnita1ia　of　the

ないことカミわかつたn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　feniule　moth（photo．　1．2，），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）If　b。th　of　the　silkw。rユll’・s　caudal　1㈱‘、rし｝rQnト

　　　　　　　　　　　　　摘要　　　oved　at　the　fu11－・grown　stage，　the．，1abine　tl・L’e

1疎蚕：跡。・畷の継腺。於いて，σ㈱尼，i）t，dll邸　　”°t　f°「mcd。n　th・・LltCX・g・・it・1i・。f　th。

凌，その基部で絹紬以つて楠｝1紮融し，羽化後を。1繊　　f“malc　m°th（ph。t。・3・4・）・

の夕關三殖器・・．於ける修礪の聡翻鋼一る錨勉行　（4）Th貼ab°w漁s“lts　sh。w・d：1・n，t　tl1・i・ittts’i”u1

い，次の結果を得た。　　　　　　　　bゆfth°1・bi・u．・f　the。・t。・蜘・1i・。f・1・・

2。灘期｝。調瞭物舳Uの剛却を1懸すれば，そ　　f¢malc　m°th　exi・t・　i・tb…ud・1　1・gs・

の㈱の外普隙㈱。於いてVa，それ撚靴た側。P、9111　（S）E…if　th・　1・hiw…’・imagi・・1　b・d・f・h・

．膳が形成されない。　．　　　　　　　d°m°sti・・ilkw・・m　i・・Lza　1）・。・edi・正曲b三・・f

3．懸期に，雌蚕児の曜脚を除朗ると，その雌　　．th・。…r　9・ni・・lia．。f・h・f・m・1・m・・h．sh。w・d

蜘・於いでは，．嬬蜥㈱の両側唇が余く1倣練な　　！1°cha’nge　whatever・

し、o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　the　Pln．　te

　　4．以上の結果から，雌蛾外部生殖器に於ける｛則腐の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLATE．1．．Thc　outer　genitaiia　⊂）f　thu　female

原響難灘甚輪盤微」・搬外部生殖　　　慧識説畿も爵瓢、凱蓋

器の側唇には何等の変化が認められなかつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　larva，

　　　　　　　　　　　　　交　　献　　　　　　　　PLATE　2．　The　outer　genitalia。f　fcmalc　moth

t．．㈱与七劇・，蚕業試験所繍．2α｝，　1927　　　b°th°f　wh°＄e・ca　udal　lcgs・r…m・v・d

2．　　，蚕緋報　37（347），．1928　　　　f「°凱its　fu11－9「。wn・ilk・－1・・v・・
3．．池田獣郎，蚕業郷　．．．13（142，145），19。5　’ph・t・・．1・3・Th・d。m・s・i・・ilkw。・m・f・h。　f・・…1・

4．松．室重正，大日本蚕糸会報　　25（297），　　19i6　　　　　　　　moth・

5．　イ男・東広離，　蚕何よ解音り及生遜翼挙（弘道舗）P．95，　　192g　　　　　photQr　2・4・　　Thc　eri－silkxv（）rrn　c）f　the．　fenla！e　moth．

6・池江輝＝・日本蚕縛雑誌2（3）・　1931　E・pl…ti。・・f・bb・・vi・t。…。。量紬。　pl。、e

7・麟鰍郎・．応用鋤物学製聯4（1）・　『1932　A．C、Th。。。，。，9、ni，、li、。f，h。　f。m、正，　m。th．

8・大村清之助，口本寮糸学雑誌　6（2）・　　　1933　　　　A：Norma1．　　　．

9・．．帥鵜醐鰍社）　　P・423・1943　B、・。。。f，h、1、bi、　is　n。，f。，m。d．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．C　：Botll　of　tha　labiac　arc　not　formed，

　　　　　　　　　　　　　Summa’y　　　　　　AG、AII。，i。9．gla。d．

（1）　At　thc　full－gr⑪wn　stage　of　the　fomalc　sillcw－　　　　　L　：Labiae．

　　　orm，　tho　domestlc　silkworm　and　thc　cri－silkw－　　　　　　（LaborIitory　of　Silkworm　Anatomy　and　I》hysi＿

　　　orm，　its　caudal　lc騨s、vcr凸　renlovcd　hy　mcr　ns　　　　　　　　ology，1？aculty　of「11cxtil（｝a！】d　Scriculture，・Shins＿

　　　of　binding　th¢ir　base　with　a　silk　thread．　　　　　　　　hu　Universlty．）
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